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東北地方 ・巣材をはじめ県北部の被災されたすべての皆様にお見舞い申し上げます。お亡くなりになられた皆様のご冥福をお祈り申し上げます。

巣材で被災されている皆様、東日本の各地で避難所におられる皆様、一瞬のうちに津波にさらわれた地域 ・生活 ・家族 ・友人 ・知人……そして

いまだ多くの行方不明の方々がおられます。又、福島の原子力発電所の事故は天災ともその後の対応は 「人災」ともいわれる状況になっています。

次代を担う子ども達の為に 「脱原発」を今こそ声を大にして訴える時ではないかと思います。

県議は3 月17 ・18 日と早速 4 t トラック4 台の物資と共に東北の福島県にとびました。震災翌日から集まったフィリピン医療ボランティアの皆

様からの大量のマスク・歯ブラシをはじめ毛布・衣料、義援金や急を要する粉ミルク・下着・女性用品・紙オムツ等を早く届けたいと思っている矢先、

島田代表の関係する 「信州上田真田救援隊」が被災地へいち早く飛I3 ことを聞き、「信州佐久平救援隊」として合流させてもらいました。

地元の青年僧侶の方々のリー ドで福島県内の4 市に必要な物を直接届けることができました。最後の田村市は第 1原発の近くで4 万人の都市に

8 0 0 0 人以上の避難された方がいて、暖をとるものでも食料でも何でも置いていってほしいとの事でした。皆様の善意ありがとうございました。

開聞閣鰹：目地丁謹 …
：閻圏園藷閣睡轟器3月17 日夜福島県須賀川市体育館前で－　　　　 3月18 日福島県田村市役所－ 市長・副市長より　　 栄村役場にて－ 副村長より被災状況 ・避難状況を
必要な物資を必要な所にl週間以内に直接届ける　　 第1原発の事故による避難状況を聞く　　　　　　　 伺い復興に向けて意見交換をする
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こどもたちの「声」

お母さん達の「思い」

お父さん達の「汗」

歴史と文化を担う

高齢者の「心」を
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県政に反映します。

地壇上の崗繚海曹う施県議

障事高菅や繭胸龍麟絶壁譲飛頓固着煤議

隠地域福祉娃域も捏造‖県議

薦韻書雑煮鼎崖滴瀧謳瀞誘爆議
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県民目線・現場主義
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三角形（トライアングル）の頂点の「県民」を底辺の

「知事」と「議会」で支え、試行錯誤（トライアル）

しなから信州人の心と生活と自然を守る為にトライする。

週5日制の見直し・中学少人数学級推進

信州の自然と環境を守る

次代を担う人々の生活の保障を

佐久地域の医療の充実に全力を

地域の人々の出会い・絆を結ぶ施策を　－
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次代につけを残さない

TPPに負けず、農業・林業を守る
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